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 ●ケーシングセット（6本〕 ●枠セット ●施工説明書 

」 
枠同梱 

●縦枠下部ビース（2個）●ねじセット●ボリネートチュ 
（セット）ーブ（接着剤） 

郎5＞プ 
扉同梱 

●上ローラー（2個） ●把手（1セット） ●ガイドピボット 

替妬 (2l) 

讐昔5> 

※上ローラー取付けねじは、扉同梱のねじセットに入っています。※扉枠セット ケーシングセツトは別梱包です。 

ケーシング付きタイプ 

Aと 
●調整用 

スノ（ナ（1個） 

ル付 

●扉（1セット〕 
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組立施工説明 

可動間仕切り① 
「J西罵主護壷ョ護或轟直国国国国国国国国国国国国国国国国国 

●本説明書で使われているマークには以下のような意味があります。 

T嚇国口取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負う危険および物的損害の発生が

想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。 

国国国国国卿用園口国国国国国電妻 

●上ローラー取付けねじの締め忘れゆるみ等は、扉脱落の原因になりますので、ガタツ： 

キのないよう固定してください。 「

『●扉に寄りかからないでください。無理な力が加わると、扉が枠から外れやすくなり、ケ 

ガや故障の原因になります。 

間口 扉重、 梁まぐさの断面寸法（幅×高さ） 

6尺 l 1 05mm>< 160mm以上 

9尺 I 1 O5mmx300mm以上 

12尺 P 100kg 	1 1lOEmmx36Omm以上 

口亜亜画西国国国国国国国国国国国 

●枠を取付ける際は、水準器・下げ振り等で水平垂直を確認してください。 ンクリートやモルタル（床面）に直付けしないでください。やむを得ず直付けする場合は、

●造作材・建具枠を取付ける際は、必ず接着剤を併用してください。かい木を使用する場合は、造作材建具枠木口と床面の間に、必す防水処理をしてください。 

かい木の両面に接着剤を塗布してください。 ●本製品は上吊り方式の些二三一―「二痛西一巨云系瓦函面轟7蔽言9ー
●本製品のねじ締付け時には、クラッチ付きドライバーを便用してください・締付けトルクがめ、梁またはまぐさ雪事ヒー履ート二瓦了ート二面需万瓦瓦雨『

強すぎると、ねじが空転したり、ねじの頭がとんだり・つぶれたりする場合がありダ0 芭を学7三王必可扉専ト二言―片言一十二辰辰痛需諏F一

●必ず指定のねじ（同梱）で組立て・施工してください。他のねじを便用すると・部品．部材の量に耐える断面可沃り梁ト言『一十品ニ一十一ニこ二毒元ニに二一一
脱落や、枠の垂下がり・ゆがみ等の原因となりますQ（本説明書内で「現場手配」と記されてまたはまぐさをこ便用くLー＝竺・・－-L一一ニニ二二三二一上一一一一二ニニ二二二二ニニニ一一－－」

いる場合は除きます。） ださい。 

●造作材・建具枠の下地材には、必ず乾燥材（含水率20％以下）を使用してください。湿潤●ジョイントレールを取付ける際は、ジョイント部に段差が出ないよう注意してください・上ロ

材は使用しないでください。壁内の通気が悪く、内部結露が発生するおそれがある場合は、ーラー破損の原因になります0 

防水処理をしてから施工してください。 ●ガイドピボットは、必ず樹脂部に当て木をして押し込んでください。 

●枠組立て後は、ねじれ弓―張りなど無理な力を加えないでください。破損する原因になります。ガイドピボットの破損・変形により、開閉に支障がでるおそれがあります・ 

●造作材・建具枠と柱・問柱・まぐさとの間には必ず隙間をつくり、かい木を入れてください。●ストッパーは簡易固定用です。J引つかったりすると・扉が開く事があります・ 

かい木には合板等の乾燥材を使用し、湿潤材は使用しないでください。造作材・建具枠をコ●下レールは、補強材が入っていることを確認してから取付けてください・ 

ロ田圭瑠国国国国国国国国国国国国口霊奮国国国国国国国国国国国園国 
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●開口寸法表、単位m一 

一馴」片」＝誓二 
1 開口w手云lw+Iul 

※開口H寸法は、床上面から梁（ま

ぐさ）までの寸法を示す。

※本製品は上吊り方式のため、

必ず扉重量に耐える断面寸

法の梁（まぐさ）をこ使用くだ

さい0（施工上のお願い参照） 

下レール 

●製品寸法表（単位mm〕 

呼称 

1 623 
	

23」 8 

2423 
	

231 8 

3323 
	

2319 

国開口部の作成・床の施工 

0製品寸法表から開口寸法を算出し、開口

部を作成します。 

の下レール用溝の加工位置を決めます。 

※補強材が入っていることを確認してくだ 

さい。 

0床を施工します。 

下レール  

レ用ン苗 

0上枠とha掩、組立てねじ口Nビス（皿

木ねじ）中3.8x65で組立てます。

※上枠は、左右兼用で取付けられま

すが、扉折れ方向は上レール幕板

の向きによって決まります。 

0枠を開口部に入れ、縦枠下部ビー

スを床の下レール用溝にはめ込ん

で位置出しします。 

■開口部の作成・床の施工 
	

国枠の組立て・取付け 

上媛 

下レール用溝＼ 

目枠の組立て・取付け 

0縦枠の下部に、縦枠下部1 

ースを取付けます。 

 

に繕枠 

A部 

縦枠下部ピース 

中35x30 
皿タ／ビンねじ 
（同枢1 

国ケーシングの取付け 

ケーシング 

ケシング 

ケーシンり 

一 商品の色は、印刷の特性上、実物とは多少異なる場合がございますのでご了承ください。 
掲載価格には、消費税、ガラス代（ガラス組込商品を除く）、組立代、取付費、運賃等は含まれておりません： 



ボリネ 

（接着剤） 

0権パッキン取付け部の

先端と中間部に、ポリ

ネートチューブ（接着

剤）を 10mmほど塗布 

します。 

※はみ出さないよう塗布

量を調整してください。 

0権パッキンのリケイ紙

をはがし、扉上部に張

付けます。 

室内引戸 

可動 
問仕切り 

クローゼット 
ドア 

玄関収納 

造作材 
(OS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 

収納 

手すり 

室内ドア 

室内引戸 

クローゼット
ドア 

玄関収納 

黛熱 奮畿議 

ポリネトチ

（接着剤） 

」ケイ市丘 

0枠を仮止めします。 

0下レールを下レール用溝

に差込み、枠下部のw寸

法を確認します。 

※この時下レールは固定し

ないでください。 

0枠を固定し、上中下

部のw寸法をチェックし

ます。 

国扉の取付け 

0ガイドピボットの樹脂部に当て木をし、扉下部の加工穴にた

たき込みます。 

「F＝。イ：与、 

彰、響、 
●ガイドビボット 

e扉上部の加工穴に上ローラーを差

込み、権パッキンをよけてねじ止め

します。 

●上ローラー取付けね

じの締め忘れ・ゆる

み等は、扉脱落の原

因になりますので、

ガタつきのないよう

固定してください。 

0上レール端から、上ローラーを

差込みます。 

嘉霧 

商品特長 

商品一覧 
I 

1室内ドア 

腰壁 

規格表 

可動 
間仕切り 

造作材 
(OS窓枠） 

造作材 

0扉を折りたたみ、左右の上ローラー同士をか0ガイドピボットを、下レールに

み合わせます。 1 差込みます。 
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 0ジョイント部に段

差が出ないよう、

ジョイントレール

を取付けます。 

レール 

中A×60 _ 
ナベタンHンね「、 

0扉縦権の穴に把手をねじ止めします。 

※つまみが把手本体から外れている場合は、

裏面から差込んでください。 

雇馴4且 

の戸じやくり溝の上部中間部（(500mm 

ピッチ／3カ所以上）下部（計5カ所以

上）に、ポリネートチューブ（接着剤）

を 10mmほど塗布します。 

※はみ出さないよう塗布量を調整してくだ

さい。 

の縦枠用パッキンのリケイ紙をはがします。 

0-fL図に従い、扉の折れる方向にヒレを向

けて縦枠用パッキンを張付けます。 

（接着力が著しく低下し，ますので、張付

け直さないでください。） 

※逆にすると扉の開閉に支障がでる

ため、必す正しい向きにしてください。

※ポリネートチューブ（接着剤）塗布

部分は、接着材が乾くまで、テープ等 

張日ナント 

嚇
一

―
引
 

●縦枠の固定 

縦枠の戸じゃくり溝からねじ止めします。 

議『 

ra上秤あ匿定 
上レールの穴から躯体にねじ

止めします。 

下レール 

の下レールをねじ止めします。 

1

1
」
 

下」ノー加 

取伺LIねじ 

（同梱）1 

ノ 

0ナべ小ねじを外し、上枠のジョイント

レールを外します。 

登9「 
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費ジ夢1( 

国 一 M4< 12 
ナべ小ねじ
（同梱〕 

方向縦枠 

研 
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（左右方向の調整）- 

●扉間のチLIが大きい場合は、

上レール両端のチJ調整ね

じをプラスドライバーで園

して調整してください。右

に回すとチLIが小さくなり

ます。 

h
 

；こ5 
調整《ノ 

■ト 
＝たJl葬量二 1 0mm 

司■ 

（単位 mm) （単位 mml 

組立施工説明 

可動間仕切り② 
1舶長一 

1一亜邑二重1 

目ケーシングの取付け 

0ケーシンクを現場寸法に合わせて切断します0 （右表参照）

（装飾ケーシングの場合〕．上枠と縦枠の接合部は、留め切りします。 

I型ケーシングの場合〕・上枠と縦枠の接合部は、縦通しにします。

※留め切りは、直角精度の良い受け木をケーシングの裏に入れ、 

45「斜め力ットソーで切断すると精度がでます。 

0枠のケーシング溝ヘケーシングを差込みます。 

0ケーシングを木工用ボンドで枠に固定します。 

※仮止めする場合は、専用かくし釘をこ使用くださいD 

●装飾ケーシング、馴立mm 

室内ドア 

奔ミ 

●L型ケーシング（見付けおm帥●L型ケーシング（見付け24m回 

呼称 6 

H23 	2338 
巨町一』－」 
IH231 	と2己b 	1 

呼称 lw 
W16 	1638 

些41_24ぎ 
W33 	3268 

1輯＝/- 
「vv竿“讐ど一 
IW33 	jどロ0 

国図 

井
 

扉耳
 

チJ調整金具 

ブラスドライバー 

●装飾ケーシング 
	

●L型ケーシング 

（上用） 
	

（上用） 
W 

にープ1一一一― 
（縦用） 
	

（縦用） 

「ーフ『 1 

目建付け調整 

（上下方向の調整）一 

室内引戸 

可動 
間仕切り 

●扉が段違いになっ

た場合は、左右の

上ローラーの上

下調整ボルトを付

属の調整用スパ

ナで回して調整し

てください。 

編 

（扉の閉じ状態の調整） 

●扉が下図のような場合は、丁番の

調整ねじを回して調整してくださ

い。扉がフラットになります。 

1― 「扉 

ニ1中上下 
上がる／ボル 1-/11 1\--\11/" 

調整ねじ 

プラス 
ドライ7〔一 

斜め力ットソ 

ケーシング 

造作材 
(OS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 
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器 誓一 

クローゼット
ドア 

玄関収納 

造作材 

(OS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 

可動 
間仕切り 

クローゼット
ドア 

玄関収納 

上枠ー 

命＿: 

昌房多 
21／ジイ／ 

十レル t 

H」調整ねじ 

商品の色は、印刷の特性上、実物とは多少異なる場合がございますのでご了承ください。 

掲載価格には、消費税、ガラス代（ガラス組込商品を除く）、組立代、取付費、運賃等は含まれておりません。 



国扉の開閉方法 

※扉の開閉は、下記（2通

り）のいずれかの方法で

行ってください。 

●500の角度で扉が－

時固定するように2 

っていますのでこC 

状態で移動させます。 

※角度50“未満の状亮

では、移動させなし

でください。動きt 

ギクシャクしたり、

ガイドピボットのえ

行に支障がでたりt 

ます。 

目ストッ」くーの使用方法

●つまみを下げるとロック

がかかり、扉があかなく

なります。 

●扉に寄りかからない

でください。無理な

力が加わると、扉が

枠から外れやすくな

り、ケガや故障の原

因になります。 

※ストッパーは簡易固定

用です。ぶつかったり

すると扉が開くことが

あります。 

J、、11）、J
-
1
1
1
1
-
1
1
1
1七
 

一

・
？

D

に
）

旨
い
「
い

γ
プ

ー
 

●扉をフラットなま 

ま移動させます。 申ーー中 

、1
1
1
1
-
1

…

1
 

スト票「 目 ま。 
扉 

~～一一一一 ー一一」ーーー 可動 
間仕切り 
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(OS窓枠） 

造作材 
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